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通建連合は、２月２０日（木）１１時００分から全電通労働会館において、「第５１
回中央委員会」を開催した。
参加しやすい開催方法を志向し、集合およびオンラインでの方式併用し、２０２５春
季生活闘争方針を満場一致、決定した。

冒頭、田口幹事による時節に合わせた当意即妙な挨拶により開会された。田口幹事
が議長団選出および中央委員会成立宣言までの仮議長として進行した。中央委員会
成立要件が確認されて後、梅田議長の主催者代表挨拶を皮切りに、議事次第に則り
順次、議事が進められた。
梅田議長は主催者代表として、昨年発災の能登半島地震被災の災害関連死にも言及し、
被災者へのお見舞い、発災直後からの全国各地からの通信インフラ復旧従事者の尽力への
感謝と敬意ならびに第５１回中央委員会開催経緯について述べた。
そのうえで、２０２５春闘における決意の一端として、①安全労働確立に向けた取り組み、②
２０２５春闘方針、③組織拡大・強化の取り組み、④政治課題――について所信を述べ、加
盟組織と論議を重ね、前進を図っていくとの挨拶を行った。
来賓として、情報労連安藤中央闘争委員長、日建協木浪議長、組織内吉川さおり参議院
議員および落海なおや東広島市議、ならびに電通共済生協野田理事長より、２０２５春闘激
励と連帯の挨拶をいただきいた。
その後議事に入り、第１号議案「新規加盟組合の承認」、第２号議案「一般経過報告および
２０２５春季生活闘争方針（案）」、について髙代事務局長よりそれぞれ提案・報告が行われ、
「２０２３年度決算会計報告」および「２０２３年度決算会計監査報告」、「２０２４年度予算修正
（案）について」 について報告・提案がされた。報告・提案に対し、月例賃金改善をはじめとし
た各種労働条件改善、安全労働確立に向けた決意表明について、シーキューブグループ労
組、通建九州労協から発言がされた。幹事会の答弁を経て、それぞれ満場一致で決定した。
最後に２０２５春闘スロ－ガンを確認し、谷原幹事による閉会挨拶の後に、梅田議長の先唱
による“団結ガンバロー”により、第５１回中央委員会を閉会した。
中央委員会終了後、幹事会を闘争委員会へ切り替え、情報労連の集中回答日である３月
１２日を意識し、確認決定した春闘方針の実現に向けることを確認し、通建連合総体として、
加盟組織それぞれが通建連合統一要求額を基本に、それぞれの要求貫徹に向け取り組み
を強化すること確認した。
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２０２5春季生活改善闘争展開中！

四半世紀におよぶ慢性デフレに終止符を打
ち、動き始めた賃金、経済、物価を安定した
軌道に乗せる正念場です！
連合は、社会全体への賃上げの波及、働く仲
間全体の生活向上に向けて、
連合アクションを展開しています！

“さらなる賃金改善、労働安全衛生の確立、魅力ある通建業界への転換に向け、
２０２５春季生活闘争を全力で取り組もう！”



議長あいさつ（要約）

【安全労働確立に向けた取り組み】
通信建設業においては、転落転倒を

はじめとする人身事故が後を絶たず
断続して発生している状況にありま
す。大変残念ながら、昨年の大会
前7月17日に徳島県において、工事
現場で車両の誘導をしていた交通
誘導員が崖から転落して、約60ｍ
下の川に落ちる重大人身事故が発
生し尊い仲間の命が失われました。
大会の冒頭で捧げた黙とうは記憶に
残っているところと思います。通建連
合本部は、重大人身事故に対し危機感をもって対応し、事故情
報および再発防止の注意喚起を職場に対し要請してきました。
また、労災事故撲滅に向けた具体的取り組み内容にについて確
認を行い、職場総点検による不安全行動の排除と作業手順の徹
底等、仲間の命を守る取り組みを行うよう、すべての加盟組織
に対し闘争連絡にて要請し、あわせて交通誘導員や現場作業員
の方々に対しアンケートを実施してきたところであります。
加盟組織におかれましては、これまでの経過を踏まえ取り組み
をいただいているかとは思いますが、引き続き、職場組合員は
もとより交通誘導員を含めた現場第一線で働く仲間と労災事故
撲滅に向けた意見交換を展開いただき、現場の意識を変える取
り組みを労使で求め続けていただきたいと思います。
このような中、通信建設におけるあらゆる事故の防止、安全

労働の啓発に向け、毎年行っております通建連合「労働安全衛
生強化期間（2025年1月14日～2月28日）」がスタートしており
ます。具体的には、通建連合統一ポスターを職場掲示し、各職
場の朝礼等に出席し労働組合役員による安全啓発の挨拶行動や
安全グッズ（除菌ウェットティッシュ）の現場第一線の仲間へ
の手渡しを行っております。そして、安全パトロール等に同行
しながら、現場第一線への安全労働の浸透に向けた取り組みを
強化しています。あらためて安全労働の確立と事故撲滅は、労
使共通の願いであります。引き続き、「安全で安心して働くこ
とのできる職場環境の構築」をめざし、現場の仲間を含め、み
んなで安全意識を高めていきましょう。

【２０２５春闘方針について】
現在の日本経済は、30年余り続いたモノやサービスの値段が

下がるデフレーションから脱却し、モノやサービスの値段が上
がるインフレーションの状態にあることから、2025春闘におい
ては、物価高に負けない賃上げの広がりと定着が焦点となって
きます。このような中、連合・情報労連は2025春闘方針におい
ては、「総合労働環境」の改善をめざす闘いと位置づけ、「賃
金改善」の流れを定着させ、「底上げ」「格差是正」「底支え
」を基本とし、すべての働く仲間の「働き方の改善」を重点に
、加盟組織および組合員が一丸となって取り組む春闘方針をそ
れぞれの中央委員会において確立いたしました。
通建連合の春闘方針は、連合・情報労連の春闘方針を受け止

め、12年連続となります賃金改善はじめとする通建連合「笑顔
で帰ろう指針」を統一要求として掲げていきます。詳細は事務
局長提案に委ねますが、是非、本中央委員会において満場一致
での確認決定をお願いいたします。そして、加盟組織において
は春闘オルグや職場総対話、中央委員会等を経て春闘交渉とな
ります。1年のうちでも大事な取り組みであることはいうまでも
ございませんが、前述した通り、今春闘においても賃上げが必
要であります。是非、魅力のある通信建設業界の構築に向け、
元請各社、グループ会社、現場第一線まで一つの組織も取りこ
ぼすことのないようにサプライチェーン全体で賃上げを実施す
るよう要請いたします。加えて、一昨年より開始した通建連合
最低賃金の取り組みについても、通信建設で働く仲間の底上げ
と人材確保の観点からご理解とご賛同いただけるようお願いい
たします。

【組織拡大・強化の取り組み】
昨年の定期全国大会以降において、エクシオ関連労働組合協

議会における日本電通労働組合が結成され、仲間として迎える

ことができました。後ほど、本中央委員会の「新規加盟組合の
承認」において、議案提起いたしますので満場一致のご承認を
お願いいたします。ミライト・ワン関連労働組合協議会におけ
る「ミライト・ワン労働組合関東総支部」が企業統合により再
編され新たな組織として結成されました。また、新入社員、中
途採用者等の加入拡大の取り組みをはじめ、懸命な取り組みを
いただきました組織の役員の皆様に対し感謝申し上げます。
組織拡大への機運が高まった背景には、通建会社のグループ

再編もありますが、労働組合の社会通念性が高まったものと認
識します。その根拠は、各社における人手不足からの人手確保
、安全労働の確立、働きやすさの確保、内部統制、コンプライ
アンス遵守など、労使一丸となった取り組みが必要と感じたか
らだと思います。そして、人材確保できる魅力ある通建業界に
向けては、労使一丸となって会社を守り、育て、そこに集う仲
間が健全で安心して働くことのできる持続可能な職場環境の構
築が急がれます。引き続き、加盟組織に対しては、仲間づくり
のターゲットを明確にした上で、更には、新入社員や未加入者
等への対応により、これまで以上の組織拡大・組織の発展をめ
ざし強化した取り組みを要請させていただきたいと思います。

【政治課題の取り組み】
第217通常国会が1月24日に招集され会期を6月22日までとして

現在、開催されております。この通常国会で政府・与党は、少
数与党となる中、野党の理解を得ながら、新年度予算案の年度
内成立をめざす方針です。これに対し、野党側は予算案の内容
を精査し、各党が主張する政策の実現を迫ることにしています
。具体的には野党側は、経済政策や教育支援の充実、年収の壁
などがあります。また、自民党会派が開いた政治資金パーティ
ーに関する「政治とカネ」の問題についても追及を続ける方針
です。我々は、働く者が報われる政治の転換を求めるべく、働
く者の立場に立った政権の実現に向け、動かなければならなく
、その期待に応えるべく代表者、政党を我々は見極め、支持し
なければならないと考えます。今夏に開催されます参議院議員
選挙、各種自治体選挙においては、我々の声を国会に届かせる
ためにも応援する候補者の存在は不可欠であります。情報労連
に結集する仲間として、来たる選挙に全力を挙げ応援するすべ
ての候補者の必勝に繋げていきましょう。
本日は、情報労連組織内議員であります「吉川さおり」参議院
議員に駆けつけていただき、挨拶をいただきます。また、通建
連合組織からの東広島市議としてエクシオ関連労協出身の「落
海なおや」が活躍をしております。議員としての活動をスター
トし3年が経過いたしました。東広島市民のために、議員として
日夜奮闘中でございます。後ほど、本人から挨拶をいただきま
すが、引き続きの応援をお願いします。そして、組織内議員の
必要性は言うまでもございませんが、NTT法の問題、通信料金の
在り方、情報産業、通信建設業界に働く仲間の声を政治の場に
届けることの役目があります。引き続き、連合・情報労連が応
援するすべての議員候補の必勝に向け、ご支援、ご協力をお願
いいたします。

最後に、通建連合においては、多くの課題が山積しておりま
す。事故撲滅の向けた労働安全衛生の取り組みをはじめ、昨年4
月より法適用となった時間外労働の上限規制の対応、人材育成
や処遇等の見直し、更には通建業界の事業環境の変化や会社統
廃合への対応など、加盟組織と論議を重ね、前進していきたい
と存じます。本日、ご参集の中央委員をはじめとする構成員の
皆様の活発な意見の元、通建連合2025春闘方針を満場一致で決
定いただきますことお願い申し上げ、本部を代表しての挨拶と
させていただきます。共に頑張りましょう！
ご清聴ありがとうございました。
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来賓あいさつ（抜粋）

情報労連運動の推進に感謝、春闘・組織拡大に期待！
情報労連中央本部 安藤委員長

建連合第51回中央委員会の御盛会、誠におめでとうございます。派遣をい
ただいています通建連合出身の田中中執と木村
中執とお邪魔しております。情報労連の運動活
動に本当に献身的に積極的な参加参画をいた
だいておりますことにお礼を申し上げます。
今、連合のほうでインフラ・公益共闘連絡会議
というものに出ていまして、私はそこの代表幹事
なものですから、連合は春闘になりますと幾つか
のそういう共闘連絡会議を設けていまして、私は
インフラ・公益共闘連絡会議ということで、インフ
ラですから公共、電力とか、ＪＰとか、ガスとか、水
道とか、そういった人たちの春闘の要求状況など
を聞いてきたところでございます。これはまちまち
の業種でして、今まで余り接点がないというか、公
共インフラという部分だけの接点しかなくて、賃上げなども業界が全然違いま
すのでばらばらだったのですが、今そこで出た議論が、本当に人手が確保で
きないと。通建業界の皆さんのところも同じ部分だと思いますし、八潮の下水
道管の老朽化で埋没した事故なども話題に上がって、日本全体の公共インフ
ラが老朽化して、これは何とかしなければいけない。ただ、人が集まらないとい
うようなことで、本当に大きな共通課題が皆さんから出て、やはり連合を中心に
これを何とかしていかなければいけないよねというような、大きな話で非常に会
議が盛り上がってきたところでございます。これは通建業界の皆さんにも全く同
じ大きな課題というように思っております。そんなことを最初に申し上げて、遅
れて参加しましたことにおわびを申し上げたいと思います。
とりわけ２点、皆さんにお礼を申し上げたいと思います。
１つは、昨年１０月に行われました第５０回衆議院選挙のお礼でございます。
組織内候補であります田嶋要、岡本章子、この両名、選挙区で見事当選を果
たすことができましたし、重点推薦で抱えました、１３名いるのですが、１名は惜
敗したのですが、１２名が見事、選挙区で勝利を収めたということでございます
。全国各地で取り組んでいただいた通建加盟の各組織の皆さんに感謝を申し
上げたいというのが一点でございます。
２点目は、組織拡大の取組でございます。２０２５年、２０万労連の達成という
ことで、今年の６月までに何とか２０万労連を達成したいのですが、今、１９万と
いう状況ですが、最大の目標として取組強化を行ってきているところでござい
ます。２年前の基軸大会から１年６か月経過しているところでございますが、通
建本部加盟組織の御尽力によりまして、通建連合全体で９組織を新たに結成
いただき、７５０人の新規組合員が加わって、総勢１，２４３人となる新たな組織
体制が誕生しているところでございます。この場を借りまして、通建連合並びに
加盟組織の役員の皆様に敬意と感謝を申し上げたいと思います。引き続き、
生命線である組織拡大の取組を切にお願いさせていただきたいと思います。
さて、情報労連は、１月３１日に第５５回中央委員会を開催して、産別としての
２０２５春闘の方針と、全国大会までの残り６か月間の主な取組について方針
を決定いただきました。今度の夏の大会が２年間の仕上げの基軸大会でござ
いますので、残り６か月間、春闘はじめ、今日お見えになっていますが、組織
内の吉川沙織さんの必勝に向けた参議院選挙の取組、そして、組織拡大の結
果と成果を出し、次へとつなげていくという重要な半年間になるわけでござい
まして、組織の総力を結集して、この成果と結果を出していこうという決意を固
め合った中央委員会でございます。皆さんと一体となって取り組んでいきたい
と思いますので、ぜひ皆さんの積極的な取組をお願いしたいと思います。
そこで、本来だったら、そういった部分のお話をさせていただくところでござい
ますが、今、梅田議長の話もございましたし、この後、吉川さん、本人から決意
も申し上げると思いますので、直接かかわらないのですが、先週、パキスタン
のほうに行ってきた話をして、あいさつにさせていただきたいと思います。
先週１週間、パキスタンに行ってきたのですが、なぜ行ったかといいますと、私
、国際労働組合のＵＮＩという組織の役員もやっていまして、アジア地域のＩＣＴ
Ｓの議長をやっておりまして、その立場と役割を担って行ってきたところでござ
います。特に、パキスタンテレコムというＮＴＴのような会社があるわけです。国
を代表するテレコム会社ですが、そこに対するアドバイスとサポートという部分
が主な役割になっていたのですが、状況を聞きますと、想像以上に労働組合
、労働者の置かれた状況は劣悪でして、労使関係は最悪な状況です。
パキスタンテレコムは、希望退職と称して強制解雇がずっと行われて、社員
が六分の一になってしまっているという状況です。そして、法定最賃は守られ
ず、労働法規などで定められている労働時間は守られていない。では、そうい
った部分を指導、ただしていく政治はといいますと、不正選挙や賄賂、汚職と
いうような状況だと。組合が抗議しようと思って、ストライキとかデモというような
ことをやると解雇。さらには逮捕者まで出て、まだ刑務所に１０人くらい入って
いる。でも、裁判も行われていないというような状況だというところです。
まずは組合員の方々と対話を行ってきました。今言ったような状況がずっと
言われたわけでございますが、そんなところで何かアドバイスといっても、なか

なか日本と状況が違うので困ったなと思ったのですが、私から言ったのは、合
法的に認められている範囲で労働組合も闘うしかないのだという話をしました。
そのためには、我々多くの仲間と労働組合はやはり団結するしか方法はない
のだ。これは、そこの組織もそうですし、国全体の労働者が団結。そして、ＵＮＩ
のような、我々のようなネットワークも使った団結という部分を強めて、交渉力を
強めていく。これしか方法はないのではないですかという話をさせていただきま
した。
それと、政府との意見交換を行ってきました。向こうの労働長官のような立場
の人と会う段取りができまして、労働組合が守られるよう、私から要請をしてきま
した。そして、パキスタンテレコムの社長のような立場の人と会う機会があって、
社長が空席で、その人が社長みたいなことをやっているらしいのですが、労働
組合は重要なパートナーだ。グローバル競争が激しい中で、やはり労使に健
全性があってこそ会社の発展にもつながるのだというような話をさせていただき
ました。
日本と対比すると、日本は労使関係が非常に健全であり、労使による交渉・
協議が行われ、法律は遵守され、政治も民主的政治が実現されて、司法も公
正に行われているということで、日本は恵まれていると思ったのですが、果たし
て本当にそうだろうかと思ったところでございます。
労働組合が組織されて、そのように思えるのは一部の組織だけではないか。
サービス超勤や労働安全の違反、そして、ハラスメントなどの法律が遵守され
ていない事例は、この日本の中でもいっぱいありますよね。そして、情報労連
の加盟組合も、裁判闘争もやってきていますし、不当労働解雇というような事
例もこの間いっぱいあったわけでございます。
情報労連以外の労働組合がないところを見れば、そうした労働裁判や労働
委員会に訴えて扱っている事例はいっぱいあるわけでございます。そういった
ところを見たときに、日本は他の国の事情だけで済ませるのだろうかということ
を本当に深く考えさせられたところでございます。
私たち一部守られている労働組合についても、かつての先輩たちに闘い取
っていただいた成果であり、ルールであり、そして、春闘のような取組ができて
いるところでありますが、本当に今のままでいいのだろうかということを自問して
きたところでございまして、自分たちも、パキスタンのようにいつなってもおかし
くないのではないかということを思ったところでございます。
改めてパキスタンに行って、労働組合の重要性、そして、政治の重要性を物
すごく感じまして、そうしたところに健全な政治があってこそ国の機能があって
、労働組合の労使関係も成り立つのだということから、組織内議員を国政に送
るとか、組織内議員を自治体に送るとか、そして、私たちの推薦する仲間をそ
うした政治の場に送っていくというのは、これはとどまっていてはいけないという
ことで、どんどん取組を強化して、自分たちの中で、そうした環境をつくってい
かなければいけないという部分を実感したところでございます。
春闘の団体交渉、事業施策などの事前協議、そして、吉川さんの参議院選
挙、こうしたところを原点に立ち返って結果と成果を出していくということが、や
はり組合員を守ることでもありますし、多くの労働者を守ることにつながるのだ
ろうと思っているところでございます。
取り留めのないあいさつになってしまったわけでございますが、本中央委員
会において、十分な議論と取組の共有を図って、満場一致方針決定されます
ことを御祈念申し上げるとともに、２０２５春闘での実効ある成果と、参議院選挙
での吉川沙織さんの必勝に向けた取組強化をお願いいたしまして、私からの
連帯のあいさつとさせていただきます。
共に頑張りましょう。ありがとうございました。

（3） ネクスト40号 ２０２５年３月２５日
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２０２5春闘、共に頑張ろう！
日建協 木浪議長

皆さん、こんにちは。ただいま御紹
介に預かりました日建協で議長を務
めております木浪と申します。本日は
通建連合第５１回中央委員会にお招
きいただきまして誠にありがとうござい
ます。
お集まりの皆さんの中には、日建協
を御存じでない方もいらっしゃると思
いますので、簡単に日建協について
お話をさせていただきたいと思いま
す。まず、日建協ですけれども、正式
名称を日本建設産業職員労働組合
協議会といいまして、いわゆるゼネコ
ンの産業別労働組合となっておりま
す。現在は３５の加盟組合、約39,000人の組合員で構成されておりま
して、建設産業の魅力化、労働環境や労働条件の改善に向けて日々
活動を推進しております。昨年一二月に結成七○周年を迎えたところ
でございます。
私ども日建協ですけれども、先ほど御紹介にありました通建連合さ
ん含めまして、全電工労連さん、道建労協さん、基幹労連建設部会さ
ん、長谷工グループ労組さんとともに、建設産業に集う六つの団体で
、組合員数約１１万６，０００人の建設産労懇という組織を構成しており
まして、賃金交渉や労働条件、諸制度、労働時間短縮などに関する
情報交換や、建設産業発展のための政策活動、諸課題の共有のほ
か、完全週休二日や、単身赴任者の帰宅旅費非課税化など、建設産
業で働く組合員の労働環境改善に向け、協働した取組を行っており
ます。そのような関係もございまして、本日は私がごあいさつ申し上げ
ている次第でございます。
さて、本日は中央委員会にて、本年の春季生活闘争方針（案）につ
いて御議論されるとのことですので、春闘に向けた私なりの思いを伝
えさせていただき、貴連合会へのエールという形であいさつに代えさ
せていただきたいと思います。
昨年の春闘では、賃上げ率が平均で５％を超え、３３年ぶりの高水
準となりましたが、中小企業では四％の賃上げにとどまり、大企業の
5.58％との差が露呈する結果にもなりました。
また、物価高により一人当たりの実質賃金は３年連続でマイナスとな
り、多くの方にとって生活が向上したと実感することが難しい状況とな
っております。
今年の春闘では、連合はベア、定昇合わせた全体の賃上げ率は昨
春闘と同じ５％以上。中小では、格差是正分を積極的に要求するとし
て６％の賃上げ目標を掲げております。
一方、経団連は、賃上げ引上げのモメンタムを定着する年にすると
し、春闘に向けた基本方針においても、人への投資と付加価値の最
大化に軸足を置いた働き改革の次なるフェーズの追求に向けた取組
が重要としております。
また、石破総理大臣は、デフレ脱却と成長型経済の実現を確実なも
のとし、賃金上昇が物価上昇を安定的に上回る経済を実現することを
目指すと述べ、その上で春闘においては、ベアを含め、大幅な賃上
げの協力と、中小企業や地方にも賃上げの流れを行き渡らせるため
の対策を講じるとしております。
私たちが働く建設産業においても、昨年、新・担い手３法が施行さ
れましたが、その中には、労働者の処遇改善のため、適正な労務費
の確保と行き渡りについても明記されるなど、将来の担い手確保に向
けた新四Ｋの実現を目指す取組が着実に進められております。
建設産業の景況に目を向けてみますと、２０２５年度の建設投資は、
政府、民間ともに増加し、本年度を上回る見通しとなっております。ま
た、業界団体であります日建連が公表した昨年１２月までの受注調査
結果では、官公庁は減少しているものの、民間が全体の伸びを牽引
し、過去２０年間で最高額となった昨年度の同時期を上回る結果とな
りました。加えて、受注時採算の改善や、選別受注による利益確保が
されつつあり、事業環境は引き続きよい状況となっております。
私たちとしては、この機会を逃さず、協力会社を含めたサプライチェ
ーン全体の賃上げを推し進め、産業全体があるべき賃金水準を確保
し、他産業と比べても遜色のない魅力的な産業にしていくため、引き
続き発注者に対し、適正に価格転嫁を求めていくのはもちろんのこと
、建設ＤＸのさらなる推進を図り、生産性や安全性の向上、業務の効

率化など、働き方改革を成し遂げていかなければなりません。
加えて、次世代から選ばれる産業となるためには、賃上げを含む処遇
の改善だけではなく、長時間労働や休日出勤が常態化している労働
環境の改善にも引き続き取り組んでいく必要があります。私としまして
は、今の賃上げの機運が近年の物価上昇を理由とした一過性のもの
とならないよう、生産性の向上や、付加価値を高めたことへの対価とし
て賃上げがされる。そのような正の循環がきちんと行われる産業にし
ていくための春闘になってほしいと願っております。
春闘とは、単なる賃金交渉の場ではありません。また、制度や労働
環境の改善を要求し、妥結する場だけでもありません。労働者の代表
として、それらを主張することを通じて私たち労働者が経営に参加す
る場です。また、私たちが働きがいや将来への希望を持って働くため
には何が必要かを企業経営者に対して問う場でもあります。その主張
は、取り巻く社会経済情勢や、業績のよしあしで左右されることのない
、普遍的なものであるはずです。
貴連合会が目指す安全で安心して働き続ける職場環境の構築に向
けてはもちろんのこと、皆さんと、そして、皆さんの後ろにいらっしゃる
組合員の思いを伝えてほしいと思います。
最後になりますが、本委員会における議論が未来志向の下、行われ
、そこで生まれた思いや情熱が魅力ある通建業界の転換点となること
を深く祈念いたしまして、私からのエールとさせていただきます。

生協の取り組みに感謝！
電通共済 野田理事長

通建連合としての春闘方針を決定
いたします重要な中央委員会に御
案内をいただきまして、このようにご
あいさつの機会をいただきました。
ありがとうございます。御紹介いただ
きました電通共済生協で理事長を
仰せつかっております野田でござい
ます。これまた御紹介がございまし
たけれども、通建連合から生協本部
に派遣いただいております柏木担
当部長と今日は二人で参加をさせ
ていただきました。代表してごあい
さつ申し上げたいと思います。 日頃から、とりわけ柏木担当部長と
密に連携をいただいているということでございまして、感謝を申し上げ
るとともに、通建連合の皆さんには、労働運動としての福祉活動でご
ざいます職域共済の重要性について深く御理解をいただく中で、結
果、成果を出していただいているところでございまして、重ねて御礼を
申し上げておきたいと存じます。
かつて生協の常務でございました藤井元議長、後ろにお座りでござ
いますけれども、藤井さんの肝煎りで一昨年からリスタートいたしまし
た表彰制度がございます。今年の秋に開催いたします総代会、１０月
でございますけれども、今年で３回目ということになるわけでございま
すが、今年も通建連合に集っていらっしゃる多くの各組織を表彰した
い、表彰できればと思っているところでございますし、今後の組織強
化、さらには３万といっていいのでしょうか、３万通建連合に向けたツ
ールとして、ぜひ生協グループ、さらには福祉事業体を活用いただき
たいと思っておりまして、引き続きの協働をお願いしておきたいと思い
ます。
以上申し上げた上で２点、報告とお願いを申し上げてごあいさつに
させていただければと思います。
まずは、自然災害に対する電通生協としての取組でございます。
発災から１年余が経過いたしました能登半島地震でございますけれど
も、大地震で傷ついた被災地を昨年九月には豪雨が襲いましたし、
今回は豪雪ということで追い打ちをかける状況となっております。自然
の驚異、非情さ、さらには強い憤りを感じているところでもございます。
発災以降、このような状況の中にありまして、通建連合の仲間が通
信インフラの早期復旧に向けまして懸命な対応を今もいただいている
ところでございまして、敬意を表したいと思いますのと、組織人としても
、さらには個人としても、今後の現地の動静を注視しつつ、引き続き被
災地に寄り添っていければと思っているところでございます。

（4） ネクスト４０号 ２０２５年３月２５日



来賓あいさつ

このような中にありまして、生協グループも、基本組織の指導の下で
、その役割を果たしてきたところでございます。最大の使命は何といっ
ても共済金の支払いということになるわけでございますけれども、一月
末段階で４憶９，０００万円超というところまで来ております。現時点は
５億円程度の支払いになっているのではないかと思っておりますけれ
ども、さらには独自の取組として展開をさせていただいております大規
模自然災害見舞金がございます。３月末日までの受付ということにい
たしておりますが、７，０００万円超というところまで来ております。被災
をされた皆さんの生活再建の一助になりたい、その一心でございまし
て、引き続き生協グループとしての役割を果たしていくことを申し上げ
ておきたいと思います。
その上で、今般の最強・最長寒波でございますけれども、今週末の
日本列島は警報級の大雪だということが言われております。既に記録
的な積雪と雪害による犠牲者の状況も報告がされているところでござ
いますが、今後、三寒四温の時期を迎える中でございますので、さら
なる被害の拡大が懸念されているということではなかろうかと思います
。先週来、生協コールセンターへの問合せ、さらには入電数も増えて
きておりますが、被災状況の把握、さらには共済金の支払いに向けて
の本格的な対応は、雪解けを待ってということになるわけでございまし
て、今後とも迅速かつ丁寧な対応に努めること、これまた付言をして
おきたいと思います。
その二つは、昨年取り組ませていただいた加入促進の総括でござ
います。先週１２日、梅田議長にも参加をいただく中で、第５回理事会
に提案し、理事会としての確認をいただきました。具体的には春の退
職組合員と、秋の現職組合員に対する取組結果。そして、その結果
を踏まえた受け止めですとか総括について確認いただいたところでご
ざいます。既に昨日の幹事会で全大会をしていただいたとお聞きしま
したので多くは申し上げませんが、一言で申し上げれば、厳しい状況
はあるわけでございますけれども、各生協支部の頑張りが見える取組
ではなかったかと思っているところでございます。
その厳しい状況とは、これまでの加入人員、加入口数の減少トレンド
というものがずっと続いておりまして、何とか歯止めをかけたいと思っ
て取り組んだのですけれども、なかなかそれが実現できなかったという
ことでございまして、さらには事業の生命線とこの間位置づけておりま
した総合共済のみ加入者を減らすということです。別な言い方をすれ
ば、任意共済というものがございますけれども、任意共済未加入者が
今回もマイナスになったということでございまして、各生協支部での結
果に非常に濃淡があるということなども含めまして、課題認識として全
体の共有をぜひお願いできないかと思っているところでございます。
その上で、生協支部の頑張りが見えるということで申し上げましたが
、一つは、昨年との比較ということになりますけれども、各共済におけ
る減少の幅。減っているのですけれども、減少の幅が縮小できたとい
うことになっておりまして、二つとしては、自然災害共済についてでご
ざいますが、確かに能登半島地震を受けての取組ということでござい
ましたし、実は１２月の制度の充実だとか、改定があったものですから
、そんなことも功を奏して、とりわけベーシックコースというところの増加
が見られました。さらに、医療・傷害<Ｍｙセーフティ>という商品がござ
いますけれども、特約として女性医療特約というものを今回導入させ
ていただいて、多くの皆さんに加入いただいたところでございまして、
これらの結果は、基本組織の皆さんが頑張っていただいたあかしであ
ろうと思っておりまして、評価に値する結果であったという総括をしたと
ころでございます。
いずれにいたしましても、３か年計画の最終年度でございます今期
、第５９期の事業も残すところ５か月ということになってございます。そう
いう意味では、生協としても総仕上げの半年であろうと思っているとこ
ろでございまして、その最重点の取組は既に対応いただいております
けれども、退職をされる皆さんの継続の加入と、新入社員の生協加入
でございまして、目標は１００％加入ということにさせていただいており
ます。皆さん共々、生協グループもしっかりと汗をかいてまいりたいと
思っておりまして、結果を出して、自家共済というスキームを何とか次
代へとつないでまいりたいと思っているところでございます。
結びということになりますけれども、今次春闘において、賃金の引上
げは社会課題であることは間違いございません。賃上げによりまして、
経済の好循環を実現するという考え方は、政労使共々の主張でありま
すし、その主張に懸隔はないと思っております。労使共々に真価が問

われる春闘だと、私もＯＢの一人として思っているところでございまして
、通建連合の皆さんが今年も情報労連の春闘を牽引いただいて、組
合員の期待に応える妥結・決着としていただきますことを心から祈念
申し上げて、連帯のごあいさつにさせていただきたいと思います。頑
張ってください。ありがとうございました。

（5） ネクスト４０号 ２０２５年３月２５日

こんにちは。ただいま紹介をいただ
きました通建連合組織内で東広島市
議会議員の落海直哉でございます。
本日は第五一回中央委員会の御盛
会、誠におめでとうございます。また、
日頃より私の活動に対しまして御支援、御協力をいただい
ておりますことを感謝申し上げたいと思います。本当にあり
がとうございます。
吉川参議院議員より先にごあいさつをさせていただくので
恐縮するところでございますが、私、吉川参議院議員に実
は２０数年前にお会いしまして、もちろん私、通建業界で働
く前で、吉川さんも当時はＮＴＴ労働組合の職員だったのか
な。役員の方だと思うのですけれども、京都六区に山井和
則さんという衆議院議員の方がいらっしゃいまして、その衆
議院議員選挙のときに、私は初めてお会いしたのです。そ
のときの吉川さんはさっと仕事をされていて、すごく仕事の
できる人だなという認識がありました。そして、その後、参議
院議員になられ、その後の活躍については、もちろん皆様
、御承知のとおり、御存じのとおりだと思いますけれども、生
きる、守る、つなぐ。本当に社会保障のことから、消防防災
のこと、守るです。情報通信のこと、つなぐを活動されてきた
、その私たちの思いを国に届けてきて活躍されているという
のは皆様御存じのとおりだと思いますし、これからもまた、そ
の声を引き続き届けていただきたいという思いがありますの
で、私の立場からでございますが、ぜひとも皆様のこれから
ますますの団結をお願いしたいと思います。どうぞよろしく
お願いいたします。
最後に、冒頭、梅田議長から過分なる御紹介をいただきま
して、私の諸活動について少し報告をしたいところですけれ
ども、話をすると若干長くなるところもございますので、直近
の活動といたしまして、２月１０日に令和７年第１回定例会が
開会されまして、今、国においても、「予算委員会大詰めか
」などの報道もございますが、東広島においても予算特別
委員会が設置されまして、私はその副委員長に指名をされ
、実は本日も委員会が行われているので、こちらに御参加さ
せてもらうのも若干引け目があるところではございますけれ
ども、委員会の審査内容については、この後戻ってからしっ
かり審査をしてまいりたいと思っているところでございます。
ＤＸなどを初めとした各種施策によって、市民生活のますま
すの向上を図るために、しっかりとその辺の審査、そして提
言をしてまいりたいと思っておりますし、働く人たちが真っ当
に評価をされる、そのような社会の構築に向け、精いっぱい
これからも活動をしてまいりたいと思います。
結びになりますが、本委員会において、活発な議論によっ
て満場一致で決定されますこと。そして、通建連合で働く皆
さんのますますの御活躍と御安全を祈念申し上げまして、
私のあいさつとさせていただきます。共に頑張りましょう

吉川議員再選へ団結！

落海なおや 東広島市議会議員



来賓あいさつ

現場の思いを大切に引き続き国政の場で対応！
吉川さおり 参議院議員

建連合の中央委員会に御参集の皆様、また、オンラインで参加の皆
様、傍聴の皆様、いつもお世話になります。
吉川でございます。
今、直前の落海さんのあいさつで動揺して
おりまして、なぜ動揺しているかといいますと、
確かに私、まだＮＴＴ西日本の一社員、一組合
員で、有給休暇を取って２００３年の山井さん
の京都六区の小選挙区の選挙のボランティア
として年休拠出してお手伝いに行っていたの
ですけれども、今、落海さんのあいさつが終わ
って戻ってこられて、共通の何人かの名前で、
そこから……。議員になって、その前からは存じていたのですが、そこ
で私も一スタッフで一生懸命選挙のお手伝いをしていましたので、何
かすごくうれしいです。と同時に、今、私の過分なお話もしていただき
ました。落海さん、東広島の市議会議員として活躍されているわけで
すけれども、東広島と、私、消防防災政策の柱の一つに据えています
が、落海さんが議員になられる前の話ですが、そのお話を一つだけさ
せていただければと思います。
ちょうど広島で豪雨災害があったときに、東広島市には防災行政無
線が整備をされていましたが、それが住民の皆さんに避難を呼びかけ
る用途でなかったがために、つまり自衛隊の訓練用に整備をされてい
たがために、本当だったらそれを使って「逃げてください」という音声を
流すべきところ、用途が違ったがために、それが流されなくて聞き取
れなかった。もちろん流れないものは聞けるわけがありませんので、そ
ういうことがあって、それを災害対策特別委員会で、やはり用途が違う
といっても使えるようにするべきが本来の目的であり、そっちのほうが
いいのではないかということを言えば、その後は使われるようになった
というような出来事が、かなり前ですけれども、ございました。
私自身、もともとはＮＴＴグループの営業の出身です。今日も議案書
の後ろに過分なスペースを割いていただいて、私の写真と、余りきれ
いな字ではありませんけれども、直筆のプリントアウトをしていただいて
いますが、その経歴にもありますとおり、私はずっと営業でした。
仮に、たらればの話をこのような場所でするのもおかしいかもしれま
せんけれども、ずっと勤めていたら、恐らく営業系で、どちらかといえ
ば発注者の論理しか分からないまま、場合によっては管理職になって
いたかもしれません。辞めてからのほうが長くなりましたけれども、実際
入社して２６年目を迎えています。入社同期もよく連絡を取ったり、話
をしたりするのですけれども、何人か西日本エリアで支店長になって
いたり、管理職になっていたり、現場で仕事を回していたり、それぞれ
の立場で話を聞くことがあるのですが、私自身も営業系でずっと来て
いたら、これをお願いしますということばかりがあったかもしれません。
ただ、退職して、電気通信事業法とか、ＮＴＴ法のことはもちろんで
すが、設備周りのこと、通建の仲間の皆様の様々なエリアへの様々な
声、現場の思いを聞かせていただく機会に恵まれて、そういったことを
本当に大事にしていかなければいけない、そのように思っています。
去年の１月１日に発災した能登半島地震の復旧に際しましても、通
建連合の仲間の皆様の御尽力と、様々な御負担をおかけしながらの
尽力がなければ、通信インフラは復旧することはありませんでした。そ
ういった思いを少しでも形にしていくために頑張っていきたいと思って
います。
私自身は、生まれは四国の徳島です。高校３年生の１月１７日の朝
に阪神・淡路大震災が発災して、私は徳島の北部に家があります。あ
の地震は震源地が淡路島でしたので、かなりの揺れを経験して、徳島
から神戸に進学をした先輩も、あのときは火災と建物の倒壊が主な犠
牲者の原因でしたけれども、建物の倒壊によって何人か犠牲になりま
した。そのときも、それぞれのインフラに携わる皆様の復旧、御尽力が
あって神戸は復興していった姿を見て、私自身も何らかの形でという
ことで、結局やっていた仕事は営業でしたけれども、つなぐ大切さを
身にしみて、この間ずっと活動させていただいてまいりました。
情報労連の組織内として議席を預けていただいてから東日本大震
災が発災し、そのときは民主党政権でございました。様々至らぬ点も

ありましたけれども、そのときに情報通信のワーキングチームの座長と
して、様々なキャリアの皆様にお越しいただいて、情報通信の復旧・
復興のための施策をまとめて、その後、様々施策になって反映されて
いきましたが、そのときに実は一人、この案を最初に見せた先輩議員
がいます。最後は総務副大臣で終わった人で、もう引退されています
けれども、その方は、実は陸前高田の御出身で、御家族、お子さんを
、そして公設秘書さんを津波で亡くされた先輩議員でいらっしゃいま
したが、お嬢さんは無事でした。そのお嬢さんの無事が分かったのは
、やはり電話が辛うじてつながったからだと。携帯とかは駄目でしたけ
れども、お嬢さんが教習所に行っていて、近所の人に声をかけてもら
って車に乗せてもらって、高台にあった公衆電話から何とか電話がつ
ながって無事が分かったんだと。吉川さん、建物ももちろん大事です
けれども、電気とか、通信インフラがあってこそ、家族の安否、無事が
分かって、その後につながるんだ。だから、このまとめた提言はちゃん
と形にしていってくれということを言われて、私は営業でしたけれども、
設備とかインフラがなければつなぐこと。そして、その先の営業もない
ということを身にしみて痛感した1期目後半の出来事でした。
通建業界も、ＮＴＴグループを取り巻く状況も様々変化をし、今に至
ってはネットワーク収入は固定においても、携帯においても減ってしま
っているような状況にあります。2月7日にＮＴＴグループは２０２４年度
の第三４半期決算を発表しています。トータルとしては増収減益かも
しれませんが、固定も、移動体もネットワーク収入は減っていて、地域
通信事業に分類される東日本と西日本は、ここのところ減収減益のト
レンドが止まらないような状況になっています。光も成長が鈍化してい
るような状況で、どこでどう反転攻勢を仕掛けていくかといったときに、
今年は電気通信事業法及びＮＴＴ法の改正案が国会に提出される予
定です。総務省はできれば２月の終わりに出したいと言っていたので
すけれども、若干もめごとがあるみたいで、できれば３月７日、遅かっ
たら３月１４日に国会に提出したい意向で、今、最終の詰めが行われ
ています。これで少し仕事がやりやすくなるかと思いきや、設備周りで
は若干手続が増えるようなこともあるかもしれませんけれども、春闘は
会社と対峙をしますが、事業と雇用は表裏一体の関係にありますので
、法案の対応とか、そういったことはこれまでも一緒にやってきました
ので、ちょっとでも現場に御負担がかからないような形でまとめていく
ことができればと思っています。
いろいろなことが政治の世界で決まります。私は、１期目、２期目、３
期目、当初はまさか４期目ということは思ってもいませんでしたけれど
も、それでも２期目の厳しい選挙のとき、民主党政権が瓦解した半年
後の選挙のときは、組織人員としてもっと多くを抱えている産業別のと
ころが議席に届かない中、私は、皆さんに押し上げていただいて議席
を残していただきました。
先ほど、安藤中央執行委員長のお話の中でパキスタンのお話があ
りましたけれども、やはり私がどうではなくて、そこに送り出していただ
いている、有名人でも、著名人でも、芸能人でもない私の名前を書い
ていただける方というのは仲間の皆様のほかにはいらっしゃいません
。それを書いていただける人が周りにいる、後ろにいる。だから、この
組織はないがしろにできないというような思いを、この間、やはり自民
党、公明党、中央省庁の皆様と関係性を築く中で、身にしみて痛感し
てまいりました。
３年前の石橋議員の３戦目の状況を勘案し、組織人員のことを考え
ますと、ただでさえ厳しいのですけれども、ただ、前を向いて皆さんの
声をちょっとでも形にしていくために、働く側の立場に立って、少しで
も働きやすい環境をつくっていくために頑張ってまいりますので、特に
今日ここに集われている仲間の皆様、オンラインで参加の皆様、そし
て、現場にいらっしゃる多くの役員の皆様に御負担ばかりおかけする
ことになろうかと思いますが、感謝の気持ちをもって、どうにか前を向
いて頑張っていきますので、今後ともどうかよろしくお願いいたします
。今日もありがとうございました。

（6） ネクスト４０号 ２０２５年３月２５日



（7） ネクスト４０号 ２０２５年３月２５日

メッセージ（敬称略、順不同）

第１号議案 新規加盟組合の承認

エクシオ関連労働組合協議会は、日本電通労働組合で働く仲間の組織化に向けて取り組み、同社従業員代表と連携を図り
加入オルグを実施し、2024年12月22日に「日本電通労働組合」の結成大会を開催し、活動を開始してきました。

日本電通労働組合（エクシオ関連労働組合協議会）の加盟を満場一致で承認

【日本電通労働組合 上月 委員長】
ただいま御紹介いただきました日本電通執行委員長の上月と申します。
まずは通建連合へ正式に加盟を承認いただき、ありがとうございました。本日に至るまで御尽力く
ださいました通建連合、情報労連をはじめとする多くの皆様の御協力をいただきました。この場をお
借りして御礼を申し上げます。
日本電通は大阪の弁天町に本社があり、通信設備エンジニアリング事業として主に関西全域を
対象としております。また、ＩＣＴエンジニアリング事業といたしましては、大阪、名古屋、東京でも業
務を行っております。
労働組合としては、昨年一二月二二日に結成大会を開催し、現在約一八六名の組合員とともに、
日本電通労働組合として正式に活動をスタートいたしました。
以前より労働組合のほうはありましたが、過去の歴史や経緯から、なかなかうまく活動できなかった
こともあるのですけれども、前委員長並びにエクシオ関連労協のお力添えをいただき、新規組合と
して再結成し、無事通建連合へ加盟することができました。
現在、執行部としては、慣れない中で、いきなり春闘の活動を実施しておりますが、組合員並びに
執行部として、労働組合として組合員の意見を忌憚なく会社側へ要求する所存でございます。本日
お集まりの皆様から御指導、御鞭撻をいただきながら、日本電通労働組合は通建連合加盟組合とし
ての活動をスタートし、組合員に向けても、労働組合があってよかったという組織をつくっていきたい
と思います。 以上、簡単ではございますが、あいさつに代えさせていただきます。今後ともよろしくお願いいたします。

組 織 名 役 職 名 氏 名

ＮＴＴ労働組合
東日本本部

執行委員長 浪岡 努

ＮＴＴ労働組合
ﾄﾞｺﾓｸﾞﾙｰﾌﾟ本部

執行委員長 平田 雅則

ＫＤＤＩ労働組合 中央執行委員長 春川 徹

ソフトバンク労働組合 執行委員長 渡邊 穣

NTT関連ｻｰﾋﾞｽ労働組合
連絡協議会

議長 高畑 由智

衆議院議員 田嶋 要

衆議院議員 岡本 あき子

参議院議員 石橋 みちひろ

参議院議員 森本 しんじ

情報労連
北海道協議会 議長 萩原 光典

情報労連
東北ブロック支部 執行委員長 堀井 弘文

情報労連
関東信越ﾌﾞﾛｯｸ支部 執行委員長 小山田 繁

情報労連
北陸ブロック支部 執行委員長 松岡 芳春

情報労連
東海ブロック支部 執行委員長 岩坂 健裕

情報労連
四国ブロック支部 議長 明石 晶博

写真左から梅田議長、上月委員長、西中副委員長



第２号議案 一般経過報告および２０２５春季生活闘争方針（案）

【雇用安定・確保に向けた取り組み】
情報通信設備建設の事業領域の枠を超え積極的な事業展開をしている

通建各社の新規事業開発および事業拡大（M＆A含む）、ならびにグループ
フォーメーション等、グループトータルでの事業構造改革等、組合員や働
く仲間の雇用の場が大きく変化しています。通建連合総体として、加盟組
合の対置企業の現状と見通しに関する情報や今後の計画等について共有し
つつ、グループ間労働条件の差異に伴う組合員処遇対応等、事業構造改革
に積極的に協力する組合員のモチベーション維持向上に向け上位到達闘争
を加盟組合に要請することとし、雇用の安定・確保等につなげることとし
ます。
また、「魅力ある通建業界への転換」に向けて、サプライチェーン全体で
生み出した付加価値の適正分配や、労務費を含めた適切な価格転嫁等を社
会全体に広げるために「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指
針」の周知・浸透を行うとともに、連合の「取引適正化・価格転嫁に関す
るチェックリスト」を活用し、労使協議会等を通じて対置する企業の現状
や課題を把握し、「取引の適正化」についての職場第一線までの働きかけ
を強化します。

【賃金に関する取り組み】
通建連合は、連合および情報労連の賃金改善要求（5％以上）の方針を

受け止めつつ、持続可能で魅力ある通建業界につなげるため、企業規模間
・雇用形態間の格差是正を進める観点から、通建連合に結集するすべての
働く仲間の年間収入の引き上げをめざします。
「笑顔で帰ろう指針（賃金）」の考え方を踏まえ、通建連合全体の実質賃
金の底上げと格差是正を求め、統一要求として「定期昇給（年齢間格差）
の確保」と「賃金改善8,000円」を求めていきます。
また、雇用形態間格差・企業規模間格差是正に向ける観点から、議案書
28ページ記載の＜別記4＞「通建連合『賃金到達目標水準』」をめざした
個別賃金水準の改善を求めることとします。
働く仲間の最低賃金の引き上げを行うことで魅力ある通建業界につなげ

る観点から、本中央委員会の確認決定を踏まえ、議案書28ページ「2025年
『通建連合 最低賃金要求額』＜別記5＞をすべての構成組織の対置企業
に対して統一の要求を行い、協定締結に向けます。

【労働安全衛生確立の取り組み】
2025.闘における労働安全衛生確立に向けた取り組みとして、通建連合

「労働安全衛生強化期間」を2025年1月14日〜2月28日の期間で設定した現
在の取り組み内容については、先ほどの経過報告で触れたとおりでありま
す。組合員はもちろんのこと現場第一線で働く労働者の心と身体の健康確
保とリフレッシュを図り、安全労働を確立するという観点から2008年11月
から取り組んでいる「一斉安全休工日」については、友誼団体である建設
産労懇の仲間と取り組んでいる「建設産労懇 完全週休2日実現 統一運
動」のさらなる前進に向け、幹事会安全ワーキングにおける検討論議を加
速化し、調査対象の拡充や協力会社における完全週休二日制の導入につな
げていきます。

【すべての仲間の働き方見直しに向けた取り組み】
通建連合は、現場第一線を含めた「人材の確保・定着」と「人材育成

」に向けた職場の基盤整備が重要であるとの認識に立ち、健康で働き続け
られる労働時間やワーク・ライフ・バランスの実現をめざし、職業人生の
長期化やライフスタイル・働き方の多様化等を踏まえ、議案書１９ページ
記載の「通建連合『笑顔で帰ろう指針（働き方）』」に基づき取り組みを
実践することとします。
とりわけ、すべての加盟組織における所定労働時間の改善（１日７．５

時間）および完全週休二日制の導入については、昨春闘においてこれまで
数年以上継続課題となっている労協組織において大きく前進が図られた結
果、残る7組織のおける法定労働時間の短縮を早期に実現し、通建連合総
体で総労働時間の短縮に向け、取り組みの強化を要請することとします。
また、デジタル化の進展に伴う働き方の多様化等を踏まえ、心身の健康

維持および生活時間の確保等の観点から、「つながらない権利（勤務時間
外の連絡ルール）」の確立に向けて実施したアンケート結果では、「つな
がらない権利（時間外の連絡ルール）」の環境整備により約70％で効果が
あると感じている回答等を踏まえ、加盟組織の個別課題については、今次
春闘における職場対話等を通じた対応を要請しつつ、通建連合総体として
全体的な課題の前進につなげます。

【ジェンダー平等・多様性推進に向けた取り組み】
多様性が尊重され、様々な違いを持った人々がお互いを認めあい、や

りがいをもって働き続けられる職場の環境整備に取り組むとともに、ジェ
ンダー・バイアス（無意識を含む性差別的な偏見）や固定的性別役割分担
意識を払拭し、議案書18ページ記載の「通建連合『笑顔で帰ろう指針（ダ
イバーシティ）』」の取り組みを強化することとします。
とりわけ、さらなるダイバーシティ推進に向けては、）各種ハラスメン

ト対策の取り組み強化が重要である観点から、雇用管理上の措置（防止措

置）がすべて実施されているか点検するとともに、
とりわけハラスメント行為者に対する厳正な対処
が行われるよう、諸規定の検証に取り組みを強化
し、心理的安全性の確保が確立されるよう職場の
環境整備に向け、労働組合の役割発揮を要請しま
す。

【次期定期全国大会に向けた重点的取り組み】
１．組織拡大・強化に向けた取り組み

通建連合「綱領」策定に向けた取り組み」および「組織改革論議」に
ついて、現在、幹事会政策ワーキングで検討論議中の「綱領」については
、定期全国大会での確認決定に向けて鋭意対応中であり、すでに確立して
いる「笑顔で帰ろう指針」、ならびに綱領や指針で掲げる運動理念の実現
に向けた運動方針、春季生活闘争方針の一連の関連を整理します。具体的
には、「全国通建」から「通建連合」体制変更時の第24回定期全国大会（
2002年7月25に日開催）における、小椿執行委員長が大会挨拶時に語られ
た「『個の自律』と『総への結集』がどれだけ有機的に結合するかが問わ
れる。本部は、これまで以上に各組織との連携を強化していくため、主要
な任務である政策立案と基本方針を充実させる中で、各組合の取り組みへ
の反映こそが連合体組織の存在と求心力を高める」を基本的な考え方とし
て、今年度幹事会で論議した中期的な財政検証を踏まえつつ、組織改革論
議を前進させていくこととします。前進を加速化させる観点として、各組
織における方針実現に向けた進捗状況と具体的活動の水平展開について、
政策ワーキングにおける取り組みを強化していくこととします。

２．通建連合最低賃金規制

2025春闘における締結状況や社会情勢等を踏まえ、2026春闘向けた要

求内容の論議を行うとともに、今後の在り方等についても検討を進めてい
くこととします。

３．福祉活動の取り組み
共済3事業（電通共済生協・労連共済事業本部・きらら保険サービス）

と連携し、新入社員および中途採用者の「総合＋任意」共済と通建連合「
団体長期障害所得 補償保険（GLTD）」の加入促進に向けていきます。そ
の上で、2023秋闘時に実施した「共済に入ってて良かったアンケート」結
果等を踏まえ、幹事会福祉・ダイバーシティワーキングにて任意共済未加
入者の減少に向けた取り組みの検討を進めていきます。

４．政治改革および政策・制度の取り組み
2025年7月に予定されている第27回参議院議員選挙について、情報労連

方針を踏まえ取り組みを強化します。具体的には、組織内候補『吉川さお
り』（全国比例）の四選を最優先・最重点目標に、準組織内候補『森本し
んじ』（広島選挙区）をはじめとするすべての推薦候補者の勝利をめざし
ます。とりわけ、組織内候補『吉川さおり』（全国比例）は、個人名の記
入が重要となることから、さらなる支援の輪の拡大に向け、対話活動を積
極的に展開するとともに、SNSの活用や政策実現集会等を通じ、これまで
の実績とあわせ政治活動の重要性、組織内議員の必要性を強く訴える等、
全組織の総力を結集した取り組みを展開します。
。

５．取り組みの進め方
本中央委員会終了後、すべての加盟組織は、すべての働く仲間の「底

上げ」「底支え」「格差是正」に向け、組合員との対話を踏まえた春闘方
針内容の具現化に向けて取り組むこととします。
取り組みの基本については、加盟組織の自主交渉・自主決着を基本に、要
求の実現ならびに課題の前進に向けた取り組みを積極的に進めることとし
ます。また、必要に応じて本部と加盟組織が連携し取り組むこととします
。ストライキ権の確立については、加盟組織の委員会等で具体的課題等を
決定し、全組合員による批准一票投票を実施し確立することとします。こ
のストライキ権の批准一票投票は春闘要求の貫徹に向けた重要な取り組み
の一つであります。全組合員により高率批准でストライキ権を確立し、万
全の闘争体制に向けた取り組みを要請いたします。
具体的なスケジュールについては、本中央委員会終了後ただちに闘争体

制に切り替えることとし、加盟組織においても、原則として２月末までに
闘争体制に切り替え、要求書ならびに申し入れの提出をすることとします
。なお、議案書22ページ記載の情報労連が設定する「集中回答日」となる
３月12日（水）を意識し、一時金以外の月例賃金改善の課題を含め、原則
３月末日までの決着をめざすこととします。

【髙代事務局長】

（8） ネクスト４０号 ２０２５年３月２５日



（9） ネクスト４０号 ２０２５年３月２５日

（１）収入について
１）2023年度決算処理により次期繰越金が14,421,403円に確定したことから、2024年度予算における繰越収入
を当初予算21,000,000円から14,421,403円に修正します。

２）繰入金について、繰り入れ先の特別会計における収支の兼ね合いから、当初予算の5,000,000円から4,000,000円に
修正します。また、雑収入について2023年度決算を踏まえた金額に修正しました。

３）上記の変更に伴い、収入見込額を当初予算308,461,620円から300,973,720円に修正します。

（２）支出について
１）2023年度決算を踏まえ、各科目において実績に見合った金額に修正するとともに、宿泊費に関しては直近の状況を踏まえた
金額にて試算を行い、全科目において見直しを行いました。

２）2024年度会計として、既に支払い実績のある科目および2024年度会計として見込まれる金額についても修正を行いました。

３）上記の変更に伴い、支出見込額を当初予算308,461,620円から300,973,720円に修正します。

その他議案 2024年度予算修正（案）について

１．一般会計について

（１）犠牲者扶助資金会計およびなかま基金会計について
変更はありません。

（２）組織拡大資金会計について
１）2022年度決算処理により次期繰越金が34,717,821円に確定したことから、2023年度予算における繰越収入を当初予
算33,787,157円から34,717,821円に修正します。併せて、収入見込額も同額に修正します。

２）支出についは、2024年度の組織拡大目標に基づき、組織拡大インセンティブ費用および組織強化支援等として17,141,000円
を計上します。

3）一般会計への繰入支出については、組織拡大資金会計における予算収支の関係から、当初予算5,000,000円から4,000,000
円に修正します。

４）上記の変更に伴い、次年度繰越の予算額を523,270円とします。

（３）福祉活動交付金会計について
１）2024年度決算処理により次期繰越金が2,588,746円に確定したことから、2024年度予算における繰越収入を当初予算
4,093,182円から2,588,746円に修正します。

２）交付金受入について、2024年度にける交付金が確定したことから、84,982,050円とします。また、雑収入として2023年度
実績を踏まえ、当初予算50円から400円に修正します。

３）上記２項の修正に伴い、収入見込額を当初予算85,758,182円から87,571,196円に修正します。

４）上記の交付金受入額の確定に伴い、加盟組織への交付金も確定したことから交付金支出として83,338,000円として計上します。

5）上記の変更に伴い、次年度繰越の予算額を2,039,213円とします。

２．特別会計について
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「労働安全衛生確立の取り組み」について
九州情報通信設備建設労働組合 榎田中央委員

労働安全衛生確立の取り組みについて、
原案賛成の立場で発言させて頂きます。
私たち通建九州は、「労働安全衛生確立」を
運動の最重要課題の一つと位置付け、通建連
合本部指導のもと自立安全推進体制を基本に
対置する企業のカウンターパートナーとしての
役割を積極的に果たし、交通事故を含めたす
べての労働災害の撲滅に向け、適切な情報開
示や被災者本人の「振り返り談」等の活用によ
る安全意識の高揚、及び基本動作・基本作業
や再発防止対策の浸透・徹底に取り組んでき
ましたが、大変残念ながら２０２４秋闘期間中の１２月１９日に長崎県雲仙市に
おいて、穴掘り建柱車で荷下ろし中に車体が傾いたことでオペレーターが転
落し負傷する事故が発生しました。
なお、今回の事故の要因として、地域住民や通行車両への配慮により水平
方向へのアウトリガー張り出しを行わなかったこと等が挙げられていますが、班
長自らが吊り荷であった工具類の重量を安易に捉え、工事車両に関する基本
ルールを逸脱したうえで、合図者も配置せずに単独且つ予定外の作業を実施
し被災したことに強い危機感を覚えるとともに、人間は時に間違った判断や近
道行為を行ってしまう行動特性を持っていることを再認識した次第であります。
その後、安全衛生委員会等での労使論議を経て、“現場任せにしない”“不
安を感じたら「立ち止まる」「デスクに相談する」”の徹底に向け、穴掘り建柱車
使用時の２WAY確認や、クレーン作業危険体感施設を活用したブラッシュアッ
プ研修等の再発防止対策を確立してきましたが、これから年度末の繁忙も佳
境を迎え現場稼働の更なる逼迫等が想定されますので、「安全は全てに優先
する」との基本理念と「笑顔で帰ろう」の合言葉のもと、「眠りやすい」と表現され
る安全意識を呼び起こし労働災害の未然防止を図るべく、現在実施中の通建
連合「労働安全衛生強化期間」の取り組みを通じ、安全グッズによる安全意識
の高揚やアンケートを活用したボトムアップ活動、及び現場第一線までの各種
安全施策の浸透・徹底に強い決意で取り組むこととします。
最後に、通建連合本部をはじめ、各労組の皆様のこれまで以上のご指導・ご
支援をお願いするとともに、従来に増しての連携強化をお願いし、労働安全衛
生確立の取り組みについての発言とさせて頂きます。

【本部答弁】 髙代事務局長
まず、九州通建労組からの安全労働の取組に対する質疑について回答を

申し上げたいと思います。
まず回答の前に、私も安全担当をしておりますが、日頃から感じている九州
通建労組に対する感謝の思いを伝えさせていただきたいと思います。
安全ヒアリング、これは2023年から開催させていただきました。最初に、長崎
の現場での被災者の方に対するヒアリング、それ以降から、当該九州通建労
組の強力な推進によって、ソフト面での安全対策ということで、被災者の振り返
り談ということ。これが当該労使の中でしっかりと定着し、現在に至っているとい
うことで、通建連合として掲げた安全労働の取組がしっかりと当該労使の中で
確認され、定着しているということに対しまして、改めて感謝申し上げたいと思
います。
もう一つ、九州通建労組は、通建連合で実施している安全のアンケートを含
め、様々な対応についても九州関連の各圏域におけるアンケート数の数字、
その他もろもろの対応についても抜群の結果を出していただいていることに対
しましても改めて感謝を申し上げたいと思います。ありがとうございます。
その上でということでありますが、まず、この事故に対しては、事故発生後、
速やかに労災連絡を発出させていただいた後、12月の幹事会で、その段階で
判明している事故状況の内容についても確認してきました。
補足をいたしますと、被災者の方は42歳の班長さん、経験年数10年です。考
えてみると、10年ですから32歳ということで、やはり中途で入られた方が、我々
労働組合として何を考えなければいけないかというと、せっかく入っていただ
いた我が業界に引き続き働いていただくということで、その方々が安全で安心
して働ける労働環境をどうやってつくるかということが労働組合としての目線で
はないかと。これ以上仲間を失ってはならないという視点です。
それと併せて、その後の現場状況等から判明したことは、やはり当該の現場
は山間部であることから道路が狭いということで、住民の方々が生活道路とし
て御利用されている。したがって、当該の班長は恐らく、これは推測の域を出
ませんけれども、生活されている方々に御迷惑をかけないように素早く施工に
努めなければいけないという班長自身の気持ちも働いたのではないかというこ
とが、労働組合としては目線を向けるべきだろうと考えております。
その上で、先ほど、会社との安全衛生委員会の中で論議してきた安全対策
様々について、細かくは申し上げませんけれども、大事なところは、確立された
安全対策をいかに現場の方々に浸透して、安全対策の目的を理解していた
だいてやってもらうか、いかにここをやっていくかだと思っています。だからこそ
、確立した安全対策について、一定期間の後に、ぜひ当該労組においては、
被災された班長さんにも、どのような心理だったのかということを聞いていただ
いて、事故をするときの心理状態について通建連合で水平展開をしていただ

くことで、同じような思いをされている、例えば、現場状況で少し焦ってしまうよ
うな方々が、頭の片隅で思い出してもらえるような取組が必要だろうと考えてい
るところでありますので、引き続いての連携と連帯、さらに安全ヒアリングの実施
に向けての会社側への協力体制のほうもよろしくお願いしたいと思っておりま
す。
これからの取組、ぜひ春闘を通じて、まだ労働安全衛生強化期間であります
ので、現場に様々皆さん行っていただいて、現場の方々に向き合ってもらう。
この取組をしていただいて、我々労働組合としての労働安全の取組の確立に
向けて、引き続き皆さんと一緒に進んでまいりたいと思います。
そして、これ以上、仲間を失わないということと、さらには、この業界に入って
よかったと思えるように、共に安全で安心して働ける環境整備に向けて頑張っ
ていきたいと思います。よろしくお願いします。

「ミドル層の賃上げも含め」全力で闘い抜く！
ｼｰｷｭｰﾌﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ労組 肥田中央委員

私からは、通建連合本部の中央委員会議案

について、具体的な取り組みの２項「賃金に関
する取り組み」について発言させていただきます。

シーキューブグループ労働組合の2025年春闘
における取り組みは、通建連合の方針に基づき、
事業計画達成に向け日夜努力している組合員の
期待に応えるべく、生活水準の維持・向上を図り、
安全で安心して働ける労働条件の改善に取り組み
ます。そして、実質賃金の底上げおよび格差是正
を図る観点から、通建連合の統一要求額8,000円
を基本に定期昇給相当分を確保したうえで、5％以上の月例賃金改善に取り
組むことを2月11日に開催した中央委員会において決定してきました。

また、実質賃金の底上げについては、対置企業において新入社員の確保の
ための賃上げに注力している一方で、現役世代、特に1970年から1982年生ま
れの54歳から42歳の職場においては工事長や主任等、事業計画の達成の主
軸となっている世代は、不遇の氷河期世代と言われ、初任給水準の上げ幅に
対して、当該世代の賃上げが不十分な賃金実態となっています。
したがって、シーキューブグループ労組としては、実質賃金の底上げはさる
ことながら、通建連合「賃金到達目標水準」の年齢ポイント水準を踏まえた個
別賃金改善につなげるべく、組合員の生活防衛、安全で高品質な成果の原
動力となるモチベーションの維持向上に向け、最大限の交渉に努める所存で
す。

今春闘が魅力ある通建業界への転換点となることを願い、通建連合本部と
構成組織のご指導、ご支援および連携強化をお願いし、シーキューブグルー
プ労働組合としての発言とさせていただきます。

【本部答弁】 髙代事務局長
賃金についてのシーキューブ労組からの質疑がありました。指摘の内容は、
実は昨年11月1日に連合の中央討論集会で初めて指摘された内容です。現
在の人材確保競争に伴う初任給水準の大幅なアップ。建設業界では昨年、30
万円ショックということで、長谷工さんと鹿島建設さんが初任給を30万にアップ
しました。それに伴って、人材獲得という競争から、会社も軒並み初任給を上
げている水準。しかしながら御指摘の就職氷河期の世代、いわゆるミドル層、
現役バリバリの方々に対する賃金水準のカーブが寝ているということに対して
の指摘でありますが、我々の友誼団体の全電工労連があります。そこは、関電
、きんでんさん、北海道電気工事、九電さん含めての組織が集まっております
けれども、ある一つの電工さんでの年齢ポイント水準でいうと、例えば、高卒30
歳、勤続12年では、我々よりも約7％水準が高い30万9000円だったり、35歳で
いえば勤続17七年で、我々に対して約9％多い35万6000円であったりします。
さらにもっというと、私自身は今回の春闘で非常に危機感を持っていて、通建
連合統一要求水準の8000円ですけれども、電工さんでいえば軒並み1万円以
上、さらには3万円という水準もあります。これを、北海道から沖縄までの地域
で見たときの採用の在り方、あるいは業界、エンジニアリング業界でいうと、通
建業界、さらには電工さん、さらには情報サービス系、この差ができてしまうこと
に対して、何としても今春闘で8000円以上、あるいは電工さんたちの1万円以
上の要求水準にキャッチアップし、最終的には5％以上の水準の改善を獲得
することが、我が業界に引き続き人材を確保し、定着させる。この取組が重要
であると認識するところであり、8000円をまず確保した上で、さらに入職の賃金
水準の切片を上げることと、それ以降の賃金カーブを寝ているところに対して
いかに上げていくか。まずは8000円で一律的に上げつつ、個別賃金水準を見
た上での一人一人の組合員に対しての水準がどうかということに対しての目線
をしっかりと今後の交渉の中でやっていただいて、全体的な水準を上げ、ライ
バルとしていいのか分かりませんけれども、電工さん、さらには情報サービス系
含めて、我々の業界で働いてもらえるような取組を、今春闘の取組を通じて、
組合があるからこそそういうことができるよねということをアピールしていただくよ
うな結果をぜひ一緒になって導きたいと思っております。共に頑張りましょう。

質疑応答
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《受賞コメント》

中央委員会議案書の表紙募集の結果について

第５１回中央委員会議案書の表紙募集については、２０
２４年１１月２8日から２０２5年１月7日にかけて、加盟組
織を通じて、その組合員と家族の方を対象に募集を行っ
てきた。その結果98作品の応募頂くことができ、多くの
組合員に応募してもらえることとなった。あらためて感謝
の意を表したい。
厳正なる審査の結果、最優秀賞に通建九州労協の上田
さん、優秀賞にNDS労組の森竹さん、佳作に東北インフ

ラユニオン労組の吉野さん、コムシス関連労協の上田さん
、NDS労組の深水さんの作品が選出された。以下に入賞
した作品について報告させていただきます。
今後も議案書表紙の写真等の募集をしていくこととし
ますので、大会議案表紙は「夏のイメージ」、春闘議案表紙
は「春のイメージ」でそれぞれの作品の積極的な応募をよ
ろしくお願いします。

通建九州労協 上田さん

NDS労組 森竹さん

《受賞コメント》

優秀賞

最優秀賞

この度は最優秀賞に選考頂きありがと
うございます。応募した写真は熊本県
玉名市の蛇ヶ谷公園の桜です。学生
時代から彼女と毎年お花見に行って
いた思い出の公園で、福岡に移り住
んだ今でも毎春必ず足を運びます。
この度議案書の表紙を飾れることにな
り大変嬉しく思っております。次回も賞
を頂けるように、撮影の腕を磨いてま
いります。

最優秀作品；「熊本県蛇ヶ谷公園」

この度は優秀賞に選考いただきありがとうございました。この写真は静岡市
にある新間谷川で撮影したものです。淡い桜色と爽やかな青が水面に映り
込み、心地よい春を感じさせてくれます。年によっては菜の花とのW満開も
観ることもでき毎年楽しみに訪れる私のお気に入りの場所です。
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東北情報ｲﾝﾌﾗﾕﾆｵﾝ 吉野さん佳作
この度は、佳作に選んで
いただき大変光栄です。
趣向を変えイラストにて
応募させて頂きました。
桜と滝の情景を通して、
見る方々の心に少しでも
安らぎを与えられたのな
ら幸いです。

「「桜と小川」」

「春
宵
の
幻
想
」

佳作

「天
王
山
を
望
む
桜
並
木
」

古賀委員長から表彰を受ける上田さん（右）

ｺﾑｼｽ関連労協 内田さん

この度は佳作にご選考いただきありがとうございます。
写真の奥に佇む山は、過去には豊臣秀吉軍が明智光秀軍
を撃破したとされる「天王山」と呼ばれる山で、その山を望む
桜並木の写真です。今春闘も、賃上げの定着を勝ち取る
まさに賃上げの天王山！！今年の桜も満開が待ち遠しい！
実は我が家の目の前の風景であることは内緒です。

佳作 ＮＤＳ労働組合 深水さん

「桜
＆
菜
の
花
」

この度は佳作に選考いただきありがとうございます。
応募させていただいた写真は愛知県名古屋市にある
河川敷での一枚です。桜と菜の花の対比が美しくお
気に入りの写真です。今年は有難いことに第一子が
産まれましたので、これから子どもを連れていろんな
場所で思い出の写真を撮りたいと思います。また機会
がありましたら、応募したいと思います。



第27回参議院議員選挙 組織内候補 吉川さおり（全国比例）
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第27回参議院議員選挙準組織内候補森本しんじ（広島選挙区）



新入社員加入促進に向けて！！！
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